
1 はじめに 
平成 17年に食育基本法が施行され、消費者
の生産現場への関心が強まっている１)。この

ような状況の中、当管内では平成 18年度から、
酪農教育ファーム認証農場２)の主催による酪

農体験学習（以下「体験学習」という。）が行

われている。この体験学習は、上伊那農業生

産振興協議会（事務局：上伊那地方事務所農

政課）の協力により実施されており、当所も

協議会構成員の一員として体験学習に取り組

んだので、その概要と効果について報告する。 
 
２ 体験学習牧場の概要 
（１）酪農教育ファーム認証制度 
 酪農教育ファームは、消費者との交流活動、

酪農理解醸成活動を支援することを目的とし、

平成 13 年に社団法人中央酪農会議によって、
牧場での酪農体験活動を子どもたちに提供す

る牧場を対象に創設された認証制度である。

活動内容は、①牧場や農場を教育の場として

開放する、②子どもたちの「心の教育」「生命

尊重の教育」「食の教育」を支援する、③酪農

に関する確かな情報や知識を広めることであ

る。認証農場は平成 20年 12月現在で全国に
248 農場、うち長野県には８農場、管内には
１農場がある。 
 
（２）酪農教育ファーム認証農場の概要 
 今回体験学習を実施した酪農教育ファーム

認証農場は酒井牧場（伊那市、経営者 酒井

秀明氏）である。昭和 40年代に乳用牛５～６
頭規模で経営が開始され、平成７年に現在の

対尻式タイストール畜舎を建設し、経産牛 60
頭規模となった。平成 17年に酪農教育ファー

ムの認証を受け、平成 18年度から体験学習を
実施している。また、同年、牛群検定を開始

し、上伊那酪農協議会の乳質改善共励会にお

いて、毎年優秀な成績で表彰されている。 
 
（３）学習内容 
 この体験学習は、子どもたちに酪農に対す

る知識を深めてもらい、家畜を通じて豊な心

をもつ子どもに育てることを目的としている。

学習内容は、酒井牧場に小学生が訪問し、牧

場見学、搾乳牛や子牛とのふれあい、搾乳体

験、ブラッシング体験、写生、紙芝居による

学習である。 
体験学習は上伊那農業生産振興協議会の構

成員である関係機関が、表１に示したとおり

役割を分担して実施した。 
 

表１ 体験学習の役割分担 

当日

事前

区分

当日

事前

区分

地方事務所進行管理

農場牧場見学・施設観察・作業

家畜保健衛生所紙芝居による学習

農場搾乳・ブラッシング体験指導

農業普及センター子牛とのふれあい

家畜保健衛生所手洗い指導

市町村写真・記録

家畜保健衛生所人獣共通感染症対策

地方事務所小学校への通知・申し込み受付

担当機関役 割 り

地方事務所進行管理

農場牧場見学・施設観察・作業

家畜保健衛生所紙芝居による学習

農場搾乳・ブラッシング体験指導

農業普及センター子牛とのふれあい

家畜保健衛生所手洗い指導

市町村写真・記録

家畜保健衛生所人獣共通感染症対策

地方事務所小学校への通知・申し込み受付

担当機関役 割 り

 
 
（４）体験学習における当所の取り組み 
事前に、体験供用牛の糞を採材し、人獣共

通感染症対策として、腸管出血性大腸菌Ｏ157
およびサルモネラ検査を、平成 18 年度から
20 年度までに、延べ 37 頭実施した。体験学
習当日は、参加者が農場へ入る際は伝染性疾

病予防のため、スーパーのレジ袋をブーツカ
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バーとして着用することを徹底させ、踏み込

み消毒槽を通過して農場に入場させた。社団

法人中央酪農会議が企画・発行している紙芝

居「牛のからだ」３)を使用し、牛について説

明した。紙芝居による学習時間は約 20分であ
った。また、体験学習終了後は、ブーツカバ

ーを脱ぎ、感染症予防対策として手洗いを行

うようにした。 
 
（５）学習成果判定のための調査 
ア 今後の活動の参考にするため、アンケー

ト調査を実施した。 
（ア）調査対象 
 調査対象は、平成 20年度に体験学習に参加
した小学１年生 95人、小学３年生 146人、担
当教諭５人の計 246人とした。 
（イ）調査時期 
 平成 20年 12月 
（ウ）調査方法 
 アンケートは小学生対象のものと、教諭対

象のものを作成した。小学生を対象としたも

のは、アンケート内容を教諭が読み上げ、小

学生は挙手によって回答し、教諭がその数を

数える方式をとった。教諭を対象としたもの

は、すべて選択方式とした。 
（エ）アンケート内容 
小学生を対象としたアンケートは以下の５

項目とした。 
設問１「牛を見たのは初めてですか」 
設問２「牛を触ったのは初めてですか」 
設問３「牛の様子を見てびっくりしたことは

何ですか」 
設問４「紙芝居による学習は勉強になりまし

たか」 
設問５「もっと知りたかったことは何ですか」 
教諭を対象としたアンケートは以下の２項

目とした。 
設問６「紙芝居の難易度は適切でしたか」 

設問７「体験学習中に不安に思ったことはあ

りましたか」 
 
イ 体験学習後に、酒井牧場に郵送された４

校 99 人分の感想文の中に出てくるキーワー
ドを抜き出し、子どもたちがどのような感想

を持ったのか調査した。 
 
 
３ 結果 
（１）体験学習への参加状況 
平成 18年度から平成 20年度までの参加者
数を表２に示したが、３年間で延べ 14校 634
人であった。 

 
表２ 体験学習への参加状況 
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（２）人獣共通感染症対策 
当所で人獣共通感染症対策として実施した

検査結果を表３に示した。検査対象牛延べ 37
頭の腸管出血性大腸菌Ｏ157 およびサルモネ
ラはすべて陰性であった。体験牛は陰性を確

認した後に、体験学習に供した。 
 
表３ 人獣共通感染症対策検査結果 

全頭陰性全頭陰性7Ｈ20

37計

全頭陰性

全頭陰性

腸管出血性

大腸菌Ｏ157

全頭陰性24Ｈ19

全頭陰性6Ｈ18

サルモネラ検査頭数

（延べ頭数）

年 度

全頭陰性全頭陰性7Ｈ20

37計

全頭陰性

全頭陰性

腸管出血性

大腸菌Ｏ157

全頭陰性24Ｈ19

全頭陰性6Ｈ18

サルモネラ検査頭数

（延べ頭数）

年 度

 



（３）アンケート調査 
ア 小学生を対象としたもの 
設問１「牛を見たのは初めてですか」につい

ての回答結果を図１に示した。初めて牛を見

た小学生は１年生で 39％、３年生で 23％であ
った。 
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図１ 設問１「牛を見たのは初めてですか」 
 

 

設問２「牛に触ったのは初めてですか」につ

いての回答結果を図２に示した。初めて牛を

触った小学生は１年生で 77％、３年生で 81％
であった。 
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図２ 設問２「牛に触ったのは初めてですか」 
 
 
設問３「牛の様子を見てびっくりしたことは

何ですか（複数回答）」についての回答結果を

表３に示した。全体的に１年生の方が３年生

よりも回答割合が高く、より強い印象を受け

たことがわかった。項目別に見ると「排尿・

排便をしているところ」「雌牛のみが飼育され

ていたこと」に半数以上の小学生がびっくり

したと回答した。 
 
 

表３ 設問３「牛の様子を見てびっくりした

ことは何ですか」（複数回答） 
＜単位：人、（ ）内％＞ 

54（38）14（27）40（43）食餌・飲水をしているところ

49（34）20（38）29（32）大量の唾液がでていたこと

75（52）14（27）61（66）雌牛のみが飼育されていたこと

6（12）

21（40）

３年生
ｎ＝52

47（33）41（45）様々な模様の牛がいたこと

82（60）61（66）排尿・排便をしているところ

合計
ｎ＝144

１年生
ｎ＝92

項 目
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設問４「紙芝居による学習は勉強になりまし

たか」についての回答結果を図４に示した。

学校および学年間で有意な差はみられず、ほ

とんどの小学生が、勉強になったと回答した。 
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図４ 設問４「紙芝居による学習は勉強にな

りましたか」 
 
設問５「もっと知りたかったことは何ですか

（複数回答）」についての回答結果を表３に示

した。「子牛の誕生」「牧場の仕事」について

多くの小学生がもっと知りたかったと回答し

た。 
 
表３ 設問５「もっと知りたかったことは何

ですか」（複数回答） 
＜単位：人、（ ）内％＞ 

41（37）22（42）19（32）牛の結婚

44（40）12（23）32（54）牛の種類

70（63）33（63）37（63）牧場の仕事

0（0）

12（23）

31（60）

３年生

ｎ＝52

15（14）

36（32）

70（63）

合計

ｎ＝111

15（25）牛乳の加工

24（41）牛乳を作る体のしくみ

39（66）子牛の誕生

１年生

ｎ＝59
項 目
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イ 教諭を対象としたもの 
設問６「紙芝居の難易度は適切でしたか」に

ついての回答結果を表４に示した。１年生担

当教諭は難しいと感じていた。 
 
表４ 設問６「紙芝居の難易度は適切でした

か」 
＜単位：人、ｎ＝４＞ 

02難しい

20適切

00易しい

３年生１年生項目

02難しい

20適切

00易しい

３年生１年生項目

 
 
 
設問７「体験学習中に不安に思ったことはあ

りましたか」についての回答結果を表５に示

した。１年生担当教諭が１名「ケガ」と回答

したのみであった。 
 
表５ 設問７「体験学習中に不安に思ったこ

とはありましたか」 
＜単位：人、ｎ＝５＞ 

22なし

01ケガ

00感染症

３年生１年生項目

22なし

01ケガ

00感染症

３年生１年生項目

 
 
 
ウ 酒井牧場に郵送された小学生の感想文の

中に出てくるキーワードを抜き出した結果を

表６に示した。最も多く出てきたのは、１年

生、３年生ともに「牛のことがわかってうれ

しい」であった。次に多く出てきたのは、１

年生では「絵が上手に描けた」「大きさにびっ

くりした」であり、３年生では「牛や牛乳が

あたたかかった」であった。 

表６ 小学生の感想文の中に出てくるキーワ

ード（重複回答） 
＜単位：人＞ 

20182牛や牛乳があたたかかった

633牛がかわいかった

1688大きさにびっくりした

18108絵が上手にかけた

752牛を好きになった

281810牛のことがわかってうれしい

合計

ｎ＝99

３年生

ｎ＝47

１年生

ｎ＝52

項 目
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エ 体験学習中に小学生が描いた絵には、生

き生きとした力強い眼や、大きく呼吸をして

いるように広がった鼻孔、草を巻き込んで口

元まで運ぶ強固で長い舌が描かれており、県

牛乳普及協会の主催する絵画コンクールで金

賞を受賞する子どももいた。 
 
 
４ 考察 
体験学習を通じて、牛の生態、採食や飲水、

排尿、排便等の生理的な行動は、子どもたち

に強い印象として残り、また、牛や生乳は、

命の温かさを感じさせたと考えられる。 
体験学習により、子どもたちは酪農や牛に

ついてもっと知りたいという意欲が湧いてき

ていると思われ、総合学習４)の狙いとする、

「自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考える」

機会になったと考えられる。 
体験学習は、当地域の小学校に定着しつつ

ある。この学習を通じて子どもたちに、酪農

へ魅力を感じ、興味を持ってもらうことや、

日頃何気なく接している食べ物への理解と、

その生産者や生産物への感謝の気持ちを深め

るとともに、牛乳の消費拡大にもつながるこ

とが期待される。 
今後の課題としては次の３点が上げられる。 
①多くの小学生が興味を持った、人工授精や



妊娠、子牛の出生について、紙芝居を作成し、

学習内容を充実させる。 
②牛乳生産をより身近に感じてもらうために、

牛乳の流通についての学習を追加する。 
③現在、体験学習に要する経費は農場負担で

ある。今後も取り組みを続けていくためには、

体験学習に要する経費を支援できる体制づく

りの整備が必要である。今後は、補助事業を

活用できるよう関係者と検討していきたい。 
 
稿を終えるにあたり、今回の取り組みにご

協力いただいた酒井牧場の酒井秀明氏、上伊

那地方事務所農政課 増田八治担当係長に深

謝いたします。 
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